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春季火災予防運動が、今年も３月１日～７日までの７日間実施されます。

火災が発生しやすい時期を迎え、火災予防思想の一層の普及を図ることにより、
火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の発生を減少させ、財産の損失を
防ぐことを目的としています。
（町では昨年８月５日を最後に204日無火災を続けています。※２/26現在）

婦人防火 きらら

春季全国火災予防運動が始まります！

2023年度全国統一防火標語 「火を消して 不安を消して つなぐ未来」

令和５年盛岡中央消防署管内の火災概況

裏面もあります。

● 住宅火災の発火源は？（令和５年中）

発火原因別火災件数
第１位 「たばこ」 ５件

「電灯・電話等配線」５件
「配線器具」 ５件

第２位 「放火・放火の疑い」４件
「ストーブ」 ４件

資料提供 盛岡地区広域消防組合消防本部 予防課

建物

56件

林野

２件

車両

12件

その他

4件

建物 林野 車両 その他

● 火災種別出火件数（令和５年中）

火災種別出火件数の第１位は「建物」
第２位は「車両」、第3位は「林野」

たばこを原因とした火災は、電子たばこ
が普及している現代においても、毎年のよう
に上位を占めています。
たばこ火災の特徴は、はじめは炎を伴わな

い無煙燃焼からはじまり、布団や畳などを焦
がしながら燃え広がることから、火災に気づ
くにくい性質があります。
寝たばこやたばこを灰皿以外に捨てないよ

う気を付けましょう。



地震、津波、台風、集中豪雨、自然災害は、いつどこで発生する
か分からず、避けることは難しいのが現実です。いざというときの
被害を最小限に抑えるために、定期的に家族防災会議を開いて、各
家庭の風水害対策を確認しておきましょう。
自然災害を完全に避けることは難しくても、災害による被害を最

小限におさえることはできます。そのためにも、日ごろから「もし
も」を想定した心構えと準備をしておくことが大切です。

家族防災会議を開きましょう

マイ・タイムラインを作りましょう！

「マイ・タイムライ
ン」は、住民一人ひとり
が家族構成や地域の特性
に合わせて「いつ」「誰
が」「何をするのか」を
あらかじめ時系列で決め
ておくオリジナルの防災
計画です。
各家庭の状況に応じて

避難計画を話し合い、災
害時に一人ひとりが適切
な避難行動を出来るよう
にしましょう。

マイタイムライン【土砂災害版】※記入例

【　警戒レベル５相当情報　】 【　警戒レベル５　】 命の危険！直ちに安全の確保を！

・できる限り崖から遠い部屋に避難する

【　警戒レベル４相当情報　】 【　警戒レベル４　】 危険な場所から全員避難

・戸締りをしっかりする

・安全な道を通って避難する

【　警戒レベル３相当情報　】 【　警戒レベル３　】 危険な場所から高齢者等は避難

・家族と連絡を取る

・おじいちゃん，おばあちゃんと一緒に避難する

【　警戒レベル２　】 災害への心構えを高め，自らの避難行動を確認する

・家族がどこにいるか予定を確認する

・家の周りの安全点検をする

【　警戒レベル１　】 ・防災マップで避難場所への経路を確認する

・非常持ち出し品を確認する

・テレビ等で気象情報を確認する
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土砂災害の危険がある区域では立退き避難が原則です！【 警戒レベル４ 避難指示 】までに必ず避難を！！

状 況 市役所からの情報
何をする？

【避難とは「難」を「避」けること】

避難する

場所

どこを

通る？

○○おじさんの家

盛岡市〇〇１丁目○－○

自宅⇒△△公園⇒

〇〇おじさんの家

連絡先

・近くの山には絶対に行かない！

・自転車は風で飛ばされないよう物置に片づけておく

メモ

お父さん：090-〇〇〇

お母さん：090-△△△

お兄さん：080-□□□

弟の幼稚園：□□□-□□□

マイ・タイムライン参考例 出典：盛岡市HP

令和６年１月１日の能登半島地
震でお亡くなりになられた方々の
ご冥福を謹んでお祈りするとともに、
被害に遭われた皆様に心よりお見
舞い申し上げます。

被災地の一日も早い復興をお祈
り申し上げます。

岩手町婦人消防協力隊

災害時に避難する、避難場所は
各地区に複数あります。

いざというとき、慌てず、安全に
避難できるよう事前に避難経路を
確認しておきましょう。

町で発行する「防災マップ」の活
用や、実際に歩いて危険な箇所が
無いか事前に確認しましょう。
【危険な場所の例】
・水路や側溝
・ブロック塀や自動販売機
・川や土手 など

避難経路を確認しよう 一日も早い復興を


